
床
面
に
武
器
や
馬
具
な
ど
の
副
葬
品
が
置
か
れ
た
東
平
第
１
号
墳
の
石
室 東平第 1号墳と周辺遺跡の位置

　

東
平
第
１
号
墳
は
、
７
世
紀
中
頃
に
つ

く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
古
墳
で
あ
る
。

　

亡
く
な
っ
た
人
を
葬
る
横
穴
式
石
室
の

全
長
は
約
５
㍍
、
石
室
内
の
広
さ
は
、
奥

行
き
４
㍍
67
㌢
、
幅
１
㍍
44
㌢
。
石
室
の

床
に
は
、
河
原
石
や
溶
岩
を
３
回
敷
き
重

ね
て
い
る
。
横
穴
式
石
室
は
何
度
も
埋
葬

が
行
わ
れ
る
墓
で
あ
り
、
東
平
第
１
号
墳

で
も
、
少
な
く
と
も
３
回
の
埋
葬
が
行
わ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

石
室
内
か
ら
は
、
大
刀
３
振
と
多
数
の

鉄
鏃
、
轡
や
鐙
と
い
っ
た
馬
具
な
ど
、
多

く
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る
遺
物

が
、
「
丁
字
形
利
器
」
で
あ
る
。

　

丁
字
形
利
器
は
、
文
字
ど
お
り
、
「
丁
」

字
形
の
刃
部
を
も
つ
特
異
な
形
の
武
器
で

あ
り
、
日
本
国
内
で
も
４
例
し
か
見
つ

か
っ
て
い
な
い
、
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

研
究
に
よ
り
、
丁
字
形
利
器
は
高
句
麗
（
朝

鮮
半
島
北
部
）
で
用
い
ら
れ
た
武
器
を
祖

形
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

朝
鮮
半
島
に
起
源
を
も
つ
武
器
を
副
葬

品
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
平
第
１
号

墳
に
葬
ら
れ
た
人
物
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら

渡
来
し
て
き
た
人
々
と
関
わ
り
を
も
つ
人

物
で
あ
る
、
と
想
定
さ
れ
る
。

　

東
平
第
１
号
墳
が
つ
く
ら
れ
た
伝
法
地

区
に
は
他
に
も
多
く
の
古
墳
が
築
か
れ
て

い
る
。

　

伝
法
沢
川
の
東
岸
に
６
世
紀
後
半
に
つ

く
ら
れ
た
中
原
第
４
号
墳
で
は
、
装
飾
品

で
あ
る
玉
類
や
、
武
器
、
土
器
と
と
も
に
、

馬
具
や
農
工
具
、
鍛
冶
具
な
ど
、
多
種
多

量
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
副

葬
品
か
ら
、
中
原
第
４
号
墳
に
葬
ら
れ
た

人
物
は
、
馬
の
生
産
や
鍛
冶
生
産
な
ど
に

長
け
た
手
工
業
生
産
者
集
団
を
率
い
、
渡

来
系
集
団
と
も
関
わ
り
を
も
つ
有
力
者
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
久
保
二
丁
目
に
存
在
す
る
、

７
世
紀
初
頭
に
つ
く
ら
れ
た
国
久
保
古
墳

で
も
、
鉄
鏃
や
馬
具
と
と
も
に
渡
来
系
集

団
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
鉄
鐸
が
出

土
し
て
い
る
。

　

東
平
第
１
号
墳
は
、
中
原
第
４
号
墳
や

国
久
保
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
物
の
役
割
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
軍
事
権
も
も
つ
、
地

域
首
長
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

東
平
第
１
号
墳
の
調
査
・
研
究
成
果
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

東
平
第
１
号
墳
の
発
掘
調
査
成
果
と
研

究
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
が
富
士
市
教

育
委
員
会
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

　

東
平
第
１
号
墳
は
、
富
士
市
伝
法
に
所

在
し
、
平
成
元
年
に
発
見
、
同
年
、
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
た
古
墳
で
あ
る
。

　

発
見
か
ら
報
告
書
刊
行
ま
で
29
年
の
歳

月
が
か
か
っ
た
が
、
そ
の
分
、
研
究
は
広

く
深
く
、
意
義
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

東平第１号墳の出土品丁字形利器と大刀はまとめて置かれていた

特異な形の刃部をもつ「丁字形利器」
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富士市 市民部

文化振興課

富士市埋蔵文化財調査室

2018 年（平成 30 年）年 7 月吉日 埋蔵文化財ニュース

伝法  東平第１号墳　研究成果まとまる
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